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長崎の黒い雨の記録に関する調査について（要望） 

 

 

原爆被爆者の援護等につきまして、日頃から格別のご高配を賜り厚くお礼申し上

げます。 

去る 1 月 16 日、貴室から「長崎の黒い雨等に関する専門家会議報告書」につい

て「長崎については、原爆投下後間もなく降雨があったとの客観的な記録がないこ

とや、被爆地域として指定されていない地域では、身体に原子爆弾の放射能の影響

を受けるような事情の下にあったとはいえないことを判示した判決が確定している。

このような長崎の被爆体験者にかかる裁判での判決において事実認定がなされてい

る以上、」「これと整合性を欠く施策を行うことは困難である」との見解が示されま

した。 

一方で「平成３０年福岡高裁判決は「長崎周辺の地域で、西山地区以外に原爆投

下後間もなく降雨があったとの客観的な記録は見当たらない」と判示しており、こ

れを覆すに足るだけの根拠があるか検討する必要があると認識しているところ、引

き続き、長崎県・長崎市の意見をよく聞きながら、対話を続けてまいりたいと考え

る」との見解も示されたところです。 

この見解を受けて、長崎周辺の地域で西山地区以外に降雨があったことを示す可

能性がある記録の分析・調査について、下記のとおり要望いたします。 

 何卒、ご高配を賜りますようお願い申し上げます。 

 

記 

 

次の資料について分析・調査していただきたい。 
 

１．国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館所蔵の被爆体験記 

２．ABCC が実施した残留放射線と降下物の研究結果（分布図含む） 



参考：同程度
縮尺の長崎被
爆地域等図

R4.4.28 第一種健康診断特例区域等の検証に関する検討会資料
：市町村別の８月６日の雨の記述がある被爆体験記数

R4.4.28 第一種健康診断特例区域等の検証に関する検討会資料
：８月６日の飛散降下物の状況

国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館所蔵の被爆体験記を調査していただきたい。要望１

令和４年４月２８日に開催された第一種健康診断特例区域等の検証に関する検討会（第６回）において、国立広島原爆死没者追悼
平和祈念館所蔵の被爆体験記１５０，４３９件を調査した結果が資料として示されたところです。

調査結果として市町村の記載がある雨の情報が１，５９９件あり、地図に示された雨の記述がある範囲は、被爆地域及び健康診断
特例地域の範囲を大きく上回るものでした。

長崎では、平成３０年福岡高裁判決において「（本件証拠上、）長崎周辺の地域で、西山地区以外に原爆投下後間もなく降雨が
あったとの客観的な記録は見当たらない」と判示されていますが、国立長崎原爆死没者追悼平和祈念会館所蔵の被爆体験記は、被
爆地域以外での降雨に関する客観的な証拠となりえるのではないかと考えています。

また、広島においては、飛散降下物の調査も行われていることから、長崎も同様に調査をお願いしたいと考えています。その際に
は、広島において対象とした泥、チリ、スス、埃、ゴミ、紙、布、草木、ソギ板、トタンなどに加え、長崎で証言が多い「灰」
「燃えかす」など飛散降下物を広く対象としていただきたいと考えています。

・

・

・

・



ABCCが実施した残留放射線と降下物の研究結果（分布図含む）を調査していただきたい。要望２

R3.3.18 第一種健康診断特例区域等の検証に関する検討会資料
：原爆障害調査委員会（ABCC）関係資料 RESIDUAL RADIATION AND FALLOUT ー 残留放射線と降下物 （抜粋）

この調査では、「雨」は爆心地から北に9,500メートル、
北東に13,500メートルまで降ったと報告されている。

令和３年３月１８日に開催された第一種健康診断特例区域等の検証に関する検討会（第３回）において、原爆障害調査委員会
（ABCC）関係資料が、参考資料１として示されたところです。

この資料については、令和３年７月２日に開催された第一種健康診断特例区域等の検証に関する検討会（第４回）において、増田
構成員が「ABCC によって、残留放射線の綿密な調査が実施されたことを示しており、その分布図まで作成されていた可能性がある
ことを示唆しています。」と指摘しているところであり、長崎において降雨があった記録が得られるのではないかと考えています。

・

・

この「雨」で覆われた地域は、「降下物」地域として知られ
ている。

降雨の場所をできるだけ正確に把握する必要があると考え、
「降下物」地域の範囲を図示した地図を作成した。

プロジェクトのこの段階で対象とされた総面積は、140平方
キロメートルを超えていた。

雨が降ったと回答した人たちは、現在可能な限り信頼できる
とされている。これらの情報提供者は、雨に濡れたことや、
家族や友人と雨のことを話したなどの出来事を思い出すこと
ができた。


